
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＢＳ信号よりＣＳ信号の伝送周波数を高くして分離したＢＳ信号及びＣＳ信号を入力す
る１つの入力端子と、該入力端子から入力したＢＳ、ＣＳ信号を２分配する第１の分配器
と、該第１の分配器により分配した一方の衛星信号を少なくとも２分配する第２の分配器
と、前記第１の分配器で分配した他方の衛星信号の中でＣＳ信号の左右偏波のうち高い周
波数帯に配置された一方のＣＳ偏波を他方のＣＳ偏波の周波数帯に略一致するようダウン
コンバートするダウンコンバータ部と、該ダウンコンバータ部出力を前記第２の分配器と
同数に分配する第３の分配器と、該第３の分配器の出力及び前記第２の分配器の各出力と
で対を形成して何れか一方の信号のみを選択する出力切替手段と、該出力切替手段が選択
した信号を出力する複数の出力端子と、を有しており、
　前記出力切替手段が、前記出力端子から入力される電圧で作動し、電圧が０Ｖの場合は
前記第２の分配器出力を選択するよう切替動作する

ことを特徴とする切替分配器。
【請求項２】
　ダウンコンバータ部が、入力されたＢＳ信号を常時出力するバイパス回路を有する請求
項１記載の切替分配器。
【請求項３】
　ＢＳ信号、ＣＳ左偏波信号及びＣＳ右偏波信号を共通する受信部で受信し、ＢＳ及びＣ
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とともに、略１１Ｖの電圧で前記第３
の分配器出力を、略１５Ｖの電圧で前記第２の分配器出力を夫々選択するよう切替動作す
る



Ｓ左右偏波信号を周波数軸上で分離して出力する衛星信号受信アンテナと、該衛星信号受
信アンテナが出力する信号を１本の信号ケーブルで伝送して屋内に引込み、該信号ケーブ
ルで伝送した衛星信号を分配する請求項１ に記載の切替分配器と、個々の部屋に設
置され前記切替分配器の出力端子に信号ケーブルを介して接続されたテレビ端子と、を備
えたことを特徴とする衛星信号受信伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＢＳ，ＣＳ双方の衛星信号を同一のアンテナで受信し、屋内へ１本の信号ケー
ブルで伝送する衛星信号受信伝送システム、及びそのシステムに好適な切替分配器に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
ＢＳ，ＣＳ双方の衛星が近接して配置されている場合、或いは同一の衛星で送信している
場合は、双方の電波を一つのアンテナで受信することが可能である。この場合、さらに受
信した双方の信号を１本の信号ケーブルでアンテナから屋内に伝送しようとした場合、衛
星から送出されるＢＳ信号及びＣＳ信号は、図５（ａ）の周波数スペクトラムに示すよう
な周波数配列、即ちＢＳ信号は１１．７ＧＨｚ～１２．２ＧＨｚの右偏波信号、ＣＳ信号
は１２．２５～１２．７５ＧＨｚの左偏波信号及び１２．２７～１２．７５ＧＨｚの右偏
波信号であり、ＣＳ信号は右偏波と左偏波が周波数軸上で重なっているため、ＣＳ信号の
右偏波信号と左偏波信号を周波数軸上で分離すると共に、ＢＳ信号にも重ならないように
周波数軸上に配置して伝送しなければならない。
【０００３】
このようなＢＳ，ＣＳ双方の衛星信号を１個のアンテナで受信して１本のケーブルで受信
端へ伝送する衛星信号受信伝送システムとして、本発明者等は特開２００１－１８６０３
７号公報に記載するような構成を提案した。これは、例えば図７のブロック図に示すよう
に構成されている。図７において、３１は衛星信号受信アンテナ、３２ａ，３２ｂはコン
バータ部、３３はＶＨＦアンテナ、３４はＵＨＦアンテナ、３５はダウンコンバータであ
り、衛星信号受信アンテナ３１は２つのコンバータ部３２ａ，３２ｂで受信衛星信号を左
右偏波毎にＩＦ変換し、ＣＳ左右偏波信号とＢＳ信号を周波数軸上で重ならないようにし
て、１本のケーブルで伝送可能とした。
【０００４】
そして、ＵＨＦ，ＶＨＦの地上波を更に混合して全ての受信信号を図６の周波数スペクト
ラムに示すように配列して１本のケーブルで屋内に引き込んだ。
屋内の受信端には、市販されているＣＳチューナ３６で全てのＣＳ信号を受信可能とする
ために、ＣＳ左偏波信号をダウンコンバートするダウンコンバータ３５を設けることで、
地上波及びＢＳ，ＣＳ信号の全てを受信可能とした。尚、３６はＣＳチューナ、３７はテ
レビ受像器を示している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述する従来の衛星信号受信伝送システムは、１本のケーブルで全ての受信電波
を屋内に引き込むことができるものの、受信端となる各部屋において市販されている従来
のＣＳチューナ３６を使用して全てのＣＳ信号を受信する場合、ＣＳチューナ３６毎にダ
ウンコンバータ３５が必要であり、ＣＳチューナ受信設備が高価なものになっていたし、
受信端での配線が複雑になり厄介な作業となっていた。
【０００６】
そこで、本発明は上記問題点に鑑み、受信端にダウンコンバータを設けることなく簡易な
配線で地上波、ＢＳに加えてＣＳ信号を受信できる衛星信号受信伝送システム及びそのシ
ステムに好適な切替分配器を提供することを目的とする。
【０００７】

10

20

30

40

50

(2) JP 3947031 B2 2007.7.18

又は２



【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１の発明に係る切替分配器は、ＢＳ信号よりＣＳ信号
の伝送周波数を高くして分離したＢＳ信号及びＣＳ信号を入力する１つの入力端子と、該
入力端子から入力したＢＳ、ＣＳ信号を２分配する第１の分配器と、該第１の分配器によ
り分配した一方の衛星信号を少なくとも２分配する第２の分配器と、前記第１の分配器で
分配した他方の衛星信号の中でＣＳ信号の左右偏波のうち高い周波数帯に配置された一方
のＣＳ偏波を他方のＣＳ偏波の周波数帯に略一致するようダウンコンバートするダウンコ
ンバータ部と、該ダウンコンバータ部出力を前記第２の分配器と同数に分配する第３の分
配器と、該第３の分配器の出力及び前記第２の分配器の各出力とで対を形成して何れか一
方の信号のみを選択する出力切替手段と、該出力切替手段が選択した信号を出力する複数
の出力端子と、を有しており、前記出力切替手段が、前記出力端子から入力される電圧で
作動し、電圧が０Ｖの場合は前記第２の分配器出力を選択するよう切替動作する

ことを特徴とする。
【０００８】
請求項２の発明は、請求項１の発明において、ダウンコンバータ部が、入力されたＢＳ信
号を常時出力するバイパス回路を有することを特徴とする。
【００１０】
　 の発明に係る衛星信号受信伝送システムは、ＢＳ信号、ＣＳ左偏波信号及びＣ
Ｓ右偏波信号を共通する受信部で受信し、ＢＳ及びＣＳ左右偏波信号を周波数軸上で分離
して出力する衛星信号受信アンテナと、該衛星信号受信アンテナが出力する信号を１本の
信号ケーブルで伝送して屋内に引込み、該信号ケーブルで伝送した衛星信号を分配する請
求項１ に記載の切替分配器と、個々の部屋に設置され前記切替分配器の出力端子に
信号ケーブルを介して接続されたテレビ端子と、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を具体化した実施の形態を、図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発明
に係る切替分配器及び衛星信号受信伝送システムの一例を示すブロック図であり、集合住
宅等の共同受信設備の場合を示している。１はＢＳ，ＣＳ双方の衛星信号を受信する衛星
信号受信アンテナ、２はＶＨＦアンテナ、３はＵＨＦアンテナ、４は切替分配器を示し、
８は受信端であるテレビ端子１１に接続されたＣＳチューナ、９はテレビ受像器を示して
いる。
【００１２】
衛星信号受信アンテナ１は左偏波を受信するプローブと右偏波を受信するプローブの２つ
の受信プローブを有し、受信したＢＳ，ＣＳ信号を２つのコンバータ部１ａ，１ｂにより
、左偏波信号と右偏波信号を夫々独立してＩＦ変換し、図５（ａ）に示すＢＳ，ＣＳの受
信周波数は、コンバータ部１ａ，１ｂにより図５（ｂ）の周波数スペクトラムにＩＦ変換
される。
そして、ＩＦ変換された受信信号は混合器５で混合され、１本の同軸ケーブルである信号
ケーブル７ａで伝送される。
混合器５で混合されたＢＳ，ＣＳ信号の衛星受信信号は、ＶＨＦ，ＵＨＦ双方の地上波信
号と共に混合機能を有するブースタ６で更に混合されると共に増幅され、１本の信号ケー
ブル７ｂにより図６の周波数スペクトラムに示す周波数配列で屋内に伝送される。
【００１３】
屋内に引き込まれた信号ケーブル７ｂは、戸数に応じて分岐器１０，１０・・で分岐され
、各住戸に１本の信号ケーブルで伝送される。そして、各住戸の引き込み部には切替分配
器４が設けられ、伝送されてきた信号はその切替分配器４により部屋数に応じて或いはテ
レビ端子数に応じて例えば４分配され、その分配出力が１本の信号ケーブルで各テレビ端
子１１に接続される。
【００１４】
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とともに
、略１１Ｖの電圧で前記第３の分配器出力を、略１５Ｖの電圧で前記第２の分配器出力を
夫々選択するよう切替動作する

請求項３

又は２



切替分配器４は、１個の入力端子１９と４つの出力端子２０，２０・・を有し、第１の分
配器としての２分配器１２とダウンコンバータ部１３と第２の分配器としての４分配器１
４、第３の分配器としての４分配器１５と各出力端子に設けた４つの出力切替手段１６を
備え、２分配器１２で２分配した入力信号の一方を４分配して各出力切替手段１６の第１
出力ポートＰ１に接続し、２分配した他方をダウンコンバータ部１３に接続し、その出力
を４分配して出力切替手段１６の第２出力ポートＰ２に接続している。
【００１５】
出力切替手段１６は、図２（ａ）のブロック図に示すように構成され、１６ａは切替スイ
ッチ、１６ｂは電源分離フィルタ、１６ｃは制御部である。個々の制御部１６ｃは、受信
端であるテレビ端子１１に接続したＣＳチューナ８からケーブルを介して送られてくる直
流或いは低周波の電圧信号により図２（ｂ）の表に示す切替動作をする。即ち、ＣＳチュ
ーナ８からの電圧信号が９Ｖ以下或いは１３．５Ｖ以上であれば第１出力ポートＰ１を選
択し、第１出力ポートＰ１の信号を出力端子２０から出力する。そして、９Ｖを超えて１
３．５Ｖ未満であれば第２出力ポートＰ２を選択し、第２出力ポートＰ２の信号を出力端
子２０から出力する。
【００１６】
また、ダウンコンバータ部１３は、図３に示すように構成され、１つのローパスフィルタ
１８ａと第１，第２の２つのハイパスフィルタ１８ｂ，１８ｃとダウンコンバータ回路１
３ａを備えている。ローパスフィルタ１８ａはダウンコンバータ部１３の入出力間に設け
られ、図５（ｂ）のＦ１に示す特性を有し、ＣＳ信号をカットして出力するバイパス回路
２１を形成している。
そして、第１ハイパスフィルタ１８ｂは図５（ｂ）のＦ２に示す特性を有し、ダウンコン
バータ回路１３がＣＳ左偏波信号を略ＣＳ右偏波の周波数帯にダウンコンバートし、図５
（ｃ）のＦ３に示す特性の第２ハイパスフィルタ１８ｃを通過させてダウンコンバートし
たＣＳ左偏波のみ出力している。
こうしてダウンコンバータ部１３は、図５（ｄ）の周波数スペクトラムに示すＣＳ左偏波
信号及びＢＳ信号更には地上波信号（図示せず）を出力する。
【００１７】
このように切替分配器４を構成することで、第１出力ポートＰ１からは入力信号が加工さ
れずに出力されるし、第２出力ポートＰ２からはＣＳチューナで受信可能にダウンコンバ
ートされたＣＳ左偏波信号及びＢＳ信号が出力される。
そのため、ＣＳチューナを受信端であるテレビ端子に接続すれば、出力切替手段が第１出
力ポートＰ１を選択していればＣＳ右偏波信号を受信できるし、第２出力ポートＰ２を選
択していればＣＳ左偏波信号を受信できる。そして、この切替はＣＳチューナに備えられ
ている切替手段によりテレビ端子に印加する電圧を変化させることで実施できる。また、
出力切替手段が何れの出力ポートを選択してもＢＳ信号或いは地上波信号を常時受信する
ことができる。
【００１８】
従って、図１に示すように各家庭のケーブル引込み口に切替分配器を設置するだけで、各
家庭のテレビ端子に従来のＣＳチューナを接続ればダウンコンバータを設けること無くＣ
Ｓ右偏波と共にＣＳ左偏波信号を受信できるし、同時にＢＳ信号も地上波信号も受信でき
、安価に受信端設備を構成できる。また、受信端での機器の接続が複雑になることが無い
。
更に、出力端子から入力される電圧が０Ｖでも出力切替手段が開放状態となることがない
ので、出力切替手段を切替操作するＣＳチューナ等が電源オフであっても地上波信号及び
ＢＳ信号を受信することができる。
【００１９】
図４は本発明に係る衛星信号受信伝送システムの他の例を示し、ＢＳ，ＣＳの衛星受信信
号をケーブルテレビ信号と混合して１本の信号ケーブルで引込んだ例を示している。図４
において、２２はケーブルテレビ網、２３は保安器、２４は双方向ブースタを示し、上記
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図１と同一の構成要素には同一の符号を付してある。
このように、地上波と略同一の信号周波数帯を有するＣＡＴＶ網と接続し、混合して１本
の信号ケーブルで引込んでも、図１と同様に引込み口付近に切替分配器を設けることで、
個々の部屋のテレビ端子にＣＳチューナを接続すればＣＳ右偏波と共にＣＳ左偏波も受信
できる。
【００２０】
尚、上記実施の形態は何れも切替分配器の分配数を４としているが、接続するテレビ端子
数に応じて分配数は決定される。但し、分配数が多くなると信号減衰量も大きくなるので
４分配程度が好適である。また、各住戸に対して切替分配器を設けているが、複数の住戸
に対して１個の切替分配器を設けても良いし、分配数が多い場合は住戸内に複数の切替分
配器を設置しても良い。
更に、ＣＳ左偏波を最も高い周波数にＩＦ変換しているが、この周波数配列に限定するも
のでなく、ＣＳ右偏波を最も高い周波数にＩＦ変換して１本の信号ケーブルで屋内に引込
んでも良く、この場合ダウンコンバータ部はＣＳ右偏波信号をダウンコンバートすること
になる。
【００２１】
【発明の効果】
　以上詳述したように、請求項１の発明に係る切替分配器によれば、ＢＳ信号とＣＳ信号
が１本の信号ケーブルで伝送されてきても、出力切替手段を切替操作することで従来のＣ
ＳチューナによりＣＳ右偏波とＣＳ左偏波の双方を受信できる。
　

【００２２】
　請求項２の発明によれば、請求項１の効果に加えて出力切替手段の動作に拘わらずＢＳ
信号を常時受信できる。
【００２３】
　 の発明に係る衛星信号受信伝送システムによれば、ＢＳ信号と共に１本のケー
ブルで引き込んだＣＳ信号を、ダウンバータを備えた切替分配器を介して個々の部屋のテ
レビ端子に分配するので各テレビ端子にダウンコンバータを設けること無く市販されてい
る従来のＣＳチューナのみでＣＳ右偏波信号と共にＣＳ左偏波信号を受信することが可能
となり、安価に受信端設備を構成できる。また、受信端での機器の接続が複雑になること
が無い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の一例を示す衛星信号受信伝送システムのブロック図である。
【図２】図１の切替分配器の出力切替手段の説明図であり、（ａ）はブロック図、（ｂ）
は入力電圧と出力切替手段の切り替り動作の関係を示している。
【図３】図１の切替分配器内のダウンコンバータ部の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の衛星信号受信伝送システムの他の例を示すブロック図である。
【図５】受信衛星信号の周波数変化を示し、（ａ）はアンテナが受信する周波数スペクト
ラム、（ｂ）はアンテナから屋内へ伝送する周波数スペクトラム、（ｃ）は分配器内のダ
ウンコンバータを通過した信号の周波数スペクトラム、（ｄ）はＢＳ信号を含めた出力信
号スペクトラムである。
【図６】屋内に引込まれるケーブルで伝送される受信周波数スペクトラムである。
【図７】従来の衛星信号受信伝送システムのブロック図である。
【符号の説明】
１・・衛星信号受信アンテナ、４・・切替分配器、７ａ，７ｂ・・信号ケーブル、８・・
ＣＳチューナ、１１・・テレビ端子、１２・・第１の分配器としての２分配器、１３・・
ダウンコンバータ部、１３ａ・・ダウンコンバータ回路、１４・・第２の分配器としての
４分配器、１５・・第３の分配器としての４分配器、１６・・出力切替手段、１９・・入
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また、電圧が０Ｖの場合でも出力切替手段が開放状態となることがないので、出力切替
手段を切替操作する例えばＣＳチューナが電源オフ或いは接続されていなくても、地上或
いはＢＳ信号を受信できる。

請求項３



力端子、２０・・出力端子、２１・・バイパス回路。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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